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２
月
７
日
、
静
岡
市
内
に
お

い
て
、
第
３
４
回
中
央
委
員
会

を
開
催
し
、
２
０
２
１
年
春
季

生
活
闘
争
の
取
り
組
み
を
柱

に
、
真
摯
な
討
議
を
経
て
当
面

す
る
活
動
方
針
を
満
場
一
致
で

決
定
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
に
万
全
を
期
す
と

と
も
に
委
員
会
時
間
を
短
縮

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
各
地
域

や
家
庭
等
の
事
情
に
よ
り
参
加

で
き
な
い
執
行
委
員
や
代
議
員

の
た
め
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
ラ

イ
ブ
配
信
し
意
思
統
一
を
図
り

ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
配
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辻
村
書
記
長
に
よ
る
総
括
答

弁
で
は
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合
の
仲
間
は

大
変
厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ

て
い
る
。
今
春
闘
は
貨
物
鉄
産
労

が
先
頭
に
な
り
牽
引
し
て
い
き

た
い
。
組
織
課
題
に
つ
い
て
は
、

各
地
区
が
鋭
意
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

ま
ず
は
現
場
で
の
業
務
態
度
や

言
動
等
で
信
頼
を
得
る
関
係
を

築
い
て
頂
き
た
い
。
安
全
面
で

は
、
身
近
な
場
所
で
死
亡
労
災
が

起
き
て
い
る
こ
と
を
強
く
認
識

し
て
頂
き
、
安
全
最
優
先
の
取
り

組
み
を
お
願
い
し
、
青
函
共
用
走

行
問
題
や
鉄
道
設
備
強
靭
化
の

政
策
課
題
、
衆
議
院
解
散
総
選
挙

等
の
政
治
対
策
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ｒ
連
合
と
共
に
取
り
組
ん
で
く
。

人
事
制
度
に
つ
い
て
は
、
各
地
区

か
ら
の
不
満
を
吸
い
上
げ
、
組
合

員
の
声
を
会
社
に
届
け
て
い
き

た
い
」
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
委
員
会
宣
言
（
案
）

を
読
み
上
げ
、
閉
会
挨
拶
後
、
大

杉
委
員
長
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
会
を
終
え
ま
し
た
。 

  

 

大
杉
委
員
長  
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第
３
４
回
中
央
委
員
会
を
開
催 

 

Ｊ
Ｒ
連
合
今
井
部
長  

 

小
山
中
執 

 

「
出
せ
ら
れ
た
質
疑
」 

・
２
０
２
１
春
闘
の
取
り
組
み 

・
安
全
問
題 

・
組
織
課
題 

・
政
治
対
策 

・
ダ
イ
ヤ
改
正 

・
評
価
制
度
に
対
す
る
不
満 

・
コ
ロ
ナ
禍
の
対
策 

・
６
５
歳
定
年
延
長 

・
シ
ニ
ア
社
員
の
働
き
方 

・
会
社
の
経
営
状
況 

・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
受
診 

・
働
き
方
の
改
革 

  

 

小
笠
原
副
委
員
長 

 

小
笠
原
副
委
員
長
に
よ
る

開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
委
員
会

を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た

大
杉
委
員
長
か
ら
は
、
「
２
０

２
１
年
春
闘
・
安
全
へ
の
取
り

組
み
・
会
社
の
経
営
状
況
・
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
取
り
組

み
・
政
策
課
題
等
」
を
述
べ
ら

れ
、
来
賓
の
Ｊ
Ｒ
連
合
今
井
部

長
か
ら
は
、
「
署
名
活
動
の
お

礼
・
２
０
２
１
年
春
闘
の
取
り

組
み
・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
・

政
策
課
題
等
」
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。 

続
い
て
、
小
山
中
執
よ
り
祝

電
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
し
、
執

行
部
よ
り
定
期
大
会
以
降
の

活
動
報
告
・
協
約
協
定
の
締

結
・
会
計
監
査
報
告
・
今
後
の

活
動
方
針
（
案
）
が
提
起
さ
れ
、

質
疑
応
答
で
は
、
２
０
２
１
春

闘
の
取
り
組
み
を
中
心
に
多

く
の
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。 

 


